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大学ポートレート運営会議（第２１回）議事要旨 

 

１．日  時 令和６年８月２９日（木） １３：３０～１５：００ 

開催方法 オンラインにより開催 

 

２．出席者 

［委員］浅井委員、菊池委員、坂根委員、志賀委員、鈴木委員、西原委員、光石委員、 

水戸委員、安井委員、栁沢委員、 

奥野一般財団法人大学教育質保証・評価センター理事（近藤委員代理） 

工藤公益財団法人大学基準協会事務局長（島袋委員代理） 

［オブザーバー］山田高等教育局大学教育・入試課課長補佐（文部科学省） 

［事務局］成相大学ポートレート・大学情報基盤センター副センター長、 

山内大学ポートレート・大学情報基盤センター事務室長 

（以上、大学改革支援・学位授与機構）、 

小林私学経営情報センター長、南私学経営情報センター私学情報室長 

（以上、日本私立学校振興・共済事業団） 

 

３．議 題 

（１）事務組織改編に伴う大学ポートレート運営会議関係規則等の改正について 

（２）大学ポートレートステークホルダー・ボードについて 

（３）質保証システム部会「審議まとめ」への大学ポートレートの対応について 

（４）大学ポートレートの現状について 

（５）その他 

 

４．配付資料 

資料１ 大学ポートレート運営会議委員名簿 

資料２ 大学ポートレート運営会議（第２０回）議事要旨（案） 

資料３ 規則等の改正について 

（別紙１）大学ポートレート運営会議の会議の公開について 

（別紙２）大学ポートレートステークホルダー・ボード設置要項 
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資料４ ステークホルダー・ボードに意見等を伺う項目（案） 

資料５－１ 大学ポートレートの教学マネジメント指針への対応について（案） 

資料５－２ 大学ポートレート（国公立版）の対応について（案） 

資料５－３ 大学ポートレート（私学版）の対応方針（案）について 

資料６ これまでの大学ポートレートの改善状況について 

資料７ 令和６年度大学ポートレート参加状況 

資料８ 大学ポートレート公表画面へのアクセス数について 

参考資料１ 大学ポートレート運営会議関係規則等 

参考資料２ 大学ポートレート運営会議（第２０回、R6.2.19）資料５ 

 

初めに、委員の交代があったことに伴い、新委員として浅井委員の紹介があった。 

次に、大学ポートレート運営会議（第２０回）の議事要旨の確認ののち、議題につい

て協議が行われた。主な内容は次のとおり。 

 

（１）事務組織改編に伴う大学ポートレート運営会議関係規則等の改正について 

・山内事務室長より、資料３に基づき、令和６年４月１日付の機構の組織改編により、大

学ポートレート運営会議決定の２つの規則を改正することについて説明があり、原案の

とおり承認された。 

 

（２）大学ポートレートステークホルダー・ボードについて 

・議長より、大学ポートレートステークホルダー・ボード委員および主査の候補者が示さ

れ、提案のとおり承認された。 

・山内事務室長より、資料４に基づき大学ポートレートステークホルダー・ボードの開催

について説明があり、原案のとおり承認された。 

 

（３）質保証システム部会「審議まとめ」への大学ポートレートの対応について 

・山内事務室長より、資料５－１～５－２、参考資料２に基づき、中央教育審議会大学分

科会質保証システム部会「新たな時代を見据えた質保証システムの改善・充実について

（審議まとめ）」（令和４年３月 18日）の提言を受けて前回の大学ポートレート運営会
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議（第２０回）で審議された内容を踏まえ、事務局において作成した大学ポートレート

全体の基本方針（案）及び国公立版の対応案について説明があった。 

・南私学情報室長より、資料５－３に基づき、大学ポートレート私学版の対応案について

説明があった。 

・資料５－２、５－３の記載を一部修正するとした上で承認された。 

 

＜主な意見＞ 

【安井委員】資料５－２、５－３に「全ての項目に対応する」という文言がある。資料５

－２の３ページに例を載せている修業年限期間満了時点での卒業・修了、在学、退学

の状況については、教学マネジメント指針でも、学位プログラムのカリキュラムの在

り方やＧＰＡの活用状況等を踏まえることが望ましいとされている項目でもある。私

学版でも同様に追加予定の項目があるが、表現の仕方によっては数字が独り歩きして

教学マネジメント指針が求める教育や学修の成果とは異なる受け取り方をされはしな

いか。 

前回の会議では、全ての項目に対応するか、公表状況が一定以上のものを選択する

かについての議論もあった。この時点で全ての項目に対応することが必要かについて

意見をいただきたい。 

【山内事務室長】追加予定の項目については、公表が任意であることを前提に、大学が入

力した数字と大学ホームページへのリンクの両方またはいずれかを表示する案として

いる。大学がホームページへのリンクを表示させるという対応をしていただけたら、

大学のホームページに掲載している説明を含め、伝えたい内容が伝わるのではないか

と考えている。全ての項目に対応することは必須ではないが、大学ポートレートにお

ける教学マネジメント指針への対応に区切りが付けられることや、資金面の事情もあ

ることから、全ての項目に対応する案とさせていただいた。 

【水戸委員】教学マネジメント指針に示される情報公表の項目については、公表は義務で

はなく努力目標として最終的に全て公表することを目標にするという捉え方でよいの

ではないか。 

【安井委員】公表することが望まれる、公表は努力すべきものということであれば、個人

的にはこの案でもよいかと思う。 

【西原委員】大学ポートレートの今後のサステナブルな運営も考える必要があり、また、
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大学側としても不利益に思う点はないため、提案について異存はない。 

【光石委員】公表できる大学は公表するということでよいのではないか。それによってフ

ィードバックがあれば、大学全体が次第に望ましい方向へ動いていくだろう。 

【工藤事務局長】「全ての項目に対応する」と書かれていると対応を求められているよう

に感じるため、「全ての項目を対象とする」という記載に修正してはどうか。対応す

るかどうかは大学の判断によるという考え方でよいのではないか。 

【水戸委員】「これらの項目に対応する」としてもよい。「全て」と記載すると強制のよ

うに感じられる部分がある。最終的にはこれらの項目全てに対応するという趣旨は変

わらない。 

【鈴木委員】「これらの項目に対応する」の方が柔らかい印象になる。このように修正す

ることでよいか。 

【菊池委員】文言の修正について、「これらの項目に対応する」ということで、事業団と

して対応したい。 

【山田課長補佐】質保証システム部会「審議まとめ」への対応については、令和４年度よ

り積極的に検討いただき感謝申し上げる。今回の対応によって新たに追加される項目

は任意入力であるため、大学が自身のホームページで公表している情報は大学ポート

レートでも同様に公表いただけるよう協力を促していただきたい。「審議まとめ」へ

の対応はこれで一区切りとなるが、今後も学校教育法施行規則の改正が予定されてお

り、各大学が情報公表すべき項目に外国人留学生の数等が新たに追加される方向であ

る。大学ポートレートにおいても引き続き公表項目の充実を図っていただきたい。 

 

（４）大学ポートレートの現状について 

・山内事務室長より、資料６に基づき大学ポートレートにおける主な取組について説明が

あった。その後、資料７及び資料８に基づき大学ポートレートの参加状況及びアクセス

数について報告があった。 

 

（５）その他 

・特になし 

 

以 上 


